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第 3 章では、ネットワークにおいて観測される長期依存'性について述べた。まず、 トラヒック量と往復伝搬遅延







既存方式の問題点を克服した高速ハーストパラメータ算出法 On-Time VTP を提案し、実トラヒック環境での有効
性を示した。さらに、帯域制御法への適用を行い、その有効性を示した。
第 5 章では、現在のインターネットにおいて主要なプロトコルである TCP の RTT の長期依存性が、 TCP の性能
に及ぼす影響を示した。さらにその影響を緩和するネットワーク制御法を提案し、有効性を示した。本章ではまず、
RTT の長期依存性が TCP の輯鞍制御に与える影響について計算機シミュレーションにより評価を行った。次に、















(3)RTT に見られる長期依存性は TCP の特性を左右する。特に、 TCP の輯鞍回避フェーズとスロースタートフェー
ズが RTT の長期依存性に大きな影響を受け、それによってネットワークの女ループットに大きなばらつきが生
じる。
(4)提案したネットワーク制御法は有効に動作し、スループットのばらつきを抑えることができる。
以上のように、本論文は学術的に新しい研究分野に踏み込み、そこで工学的に価値ある方法を見出すに至っている。
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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